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編集方針

この環境報告書は、２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日（２０２０年度）の当事業所環境保全への取り組み
（一部２０２１年度を含む）と成果を中心にまとめました。
記載内容は、環境省｢環境報告書ガイドライン（２０１８年度版）｣を参考にしております。

対象範囲

ＩＳＯ１４００１に基づいて一体活動を行う審査登録範囲と同じ「東芝インフラシステムズ㈱ 府中事業所」を報告
対象範囲とし、事業所内の関係・協力会社及び独自事業会社を含みます。
ただし、独自にＩＳＯ１４００１に基づく活動を行っている東芝エレベータ㈱、東芝プラントシステム㈱、東芝イー
アイコントロールシステム㈱は含みません。

－ 1－

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とは
ＳＤＧｓとは、２０１５年の国連サミットで採択され
た「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に
て記載された２０１６年から２０３０年までの国際目
標です。
持続可能な世界を実現するための１７のゴール・

1１６９のターゲットから構成されています。



設 立 ： １９４０年 電気機関車工場として操業開始

所在地 ： 東京都府中市東芝町１番地

敷地面積 ： ６５５，０００㎡

建物延面積 ： ３９４，０００㎡

従業員数 ： 約９，２００人（２０２１年４月現在）

（関係・協力会社、独自事業会社含む）

府中事業所

東芝インフラシステムズ株式会社 府中事業所では社会インフラを支える製品を数多く提供

することと、事業プロセスに於ける環境負荷の低減を両立させていくことが、取組むべき重要な

責務です。持続可能な社会の実現に貢献するため、製品の環境性能向上に注力し、地球温暖

化防止や資源の有効活用を意識して、循環型社会の構築を進めています。

さらには、「調和から貢献へ一歩進んだエコファクトリーとして、社会から信頼される事業所」

を目指し、府中地区全体の緑のネットワーク構想に貢献する活動を行っていきます。

東芝グループスローガンである『人と、地球の、明日のために。』を心に、地球内企業の一

員としての自覚を一人ひとりが持ち、周辺地域や行政、企業の皆様、及び当事業所従業員に、

安心・信頼される事業活動を行っていきます。
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２０２１年 ６月

東芝インフラシステムズ株式会社

府中事業所

環境保全責任者

所長

ごあいさつ1

事業所の概要2



東芝グループは、環境への取組を経営の最重要課題の一つとして位置づけ、環境経営を推進してい

ます。また「経営理念」に沿って、環境に関する具体的な考え方を示した「環境方針」を定め、グループ

全体で共存しています。
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環境マネジメントシステム3
環 境 方 針
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１９９６年に府中事業所として単独に取得後、２００８年に東芝インフラシステムズ株式会社と統合して

継続認証を受け、サブシステムとして２０１７年度より２０１５年度版で受査しました。環境マネジメントシ

ステムのＰＤＣＡサイクルに則り、

継続的な改善を推進してい

ます。

また、府中事業所では、

環境マネジメントシステムの

運用にあたって、諸手続きを

電子化し、効率化を図って

います。

府中事業所長［略：（府）所長］を環境保全責任者として、以下の体制で活動しています。

ＩＳＯ１４００１

環境保全体制
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発電所の稼動と発電所からユーザーへの電気の供給を最先端の技術で
監視・制御するシステムを提供

電気機関車、鉄道車両向けの各種電気・情報システム、空港向け監視制御システムなどを製造
省エネ鉄道システムや、未来の交通システムを開発

エネルギー 電気を安定して供給するために

交通 スムーズな移動と輸送のために

上下水道、廃棄物処理などの生活基盤からダム管理まで高度な技術で
水・環境分野の課題へのソリューションを提供

水・環境 大切な水・環境を守るために

府中事業所の主な製品4

● 発電所向け監視制御システム制御盤 ● 電力系統監視制御システム

● 車両情報制御システム ● ハイブリッド機関車 ● 永久磁石同期電動機

（PMSM）

● 空港向け監視制御システム ● 電車用インバータ

● 上下水道監視制御システム ● オゾン発生装置



マルチプラットフォーム化対応の放送システムを製造
防災システムや伝送装置で通信インフラの確保に貢献

放送・通信・防災 より早く効率的な情報提供のために
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産業用電気設備や電力供給設備、産業用コンピュータなどの開発・製造から
保守・点検までを実施

受変電システム・産業用システム 社会インフラの安定稼動を支えるために

● スタジオ設備 ● 通信設備

● 産業用コンピュータ

● SNG車載局

● スイッチギア

● プリント基板
東芝ディーエムエス㈱

● 太陽光発電用パワーコンディショナ
東芝三菱電機産業システム㈱

● リチウムイオン蓄電システム
東芝ITコントロールシステム㈱
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エレベーター快適な移動空間のために

エレベーター開発センター マシンルームエレベーター 東日本サービス情報センター

フィールド研修センター

世界最高水準の技術力で、開発から製造・据付・調整・保守サービスまでの一貫体制を構築

研究開発 未来につなげ、時代を動かすために

エネルギーから情報、セキュリティ、水、交通まで、トータルソリューションを支える技術を研究・開発

分析・シミュレーション
（鉄道運行制御のレビュー）

試作・性能評価
（パワーエレクトロニクスの試験評価）

フィールド検証
（水素エネルギー利活用センター）



環境へ取り組んでいく基本方針と府中事業所が持つ環境影響を考慮して、６つの環境目的を掲げ、

それぞれに１～３項目の具体的テーマを設定し、改善活動を推進しています。

２０２０年度の環境目的、環境目標については、感染対策の為中止になったものがありましたが、その

他全ての取り組みテーマに対して目標値を達成しました。
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環境目的 環境目標 実績 評価

１．地球温暖化の
防止 エネルギー起源

ＣＯ２排出量
総排出量（ＣＯ２換算）

３４，６８９ ｔ-ＣＯ２/年
３４，２８６ ｔ-ＣＯ２/年

２．資源の有効活用
廃棄物総発生量

総排出量
３，５９７ ｔ/年

３，１４９ ｔ/年

水資源の有効活用
地下水揚水量

２５３千ｔ/年
２３０千ｔ/年

３．化学物質の管理

化学物質総排出量
排出量

６８．５ ｔ/年
５６．６ ｔ/年

４．取引先に対する

環境配慮 主要協力会社の

総点検実施
１６社１６工場実施 １６社１６工場実施

５．環境保全活動の

充実 環境保全システム

の点検と向上

部門監査
環境内部監査

ＩＳＯ審査の実施

部門監査７月
環境内部監査９月
ＩＳＯ審査１１月

環境教育の実施 ７講座以上実施
新任管理者研修、
検証員教育など

９講座を実施

６．地域との協調
環境コミュニケー

ションの充実
月間行事への参加

感染症対策の為
イベント中止 ー

自主基準値の遵守
定期測定の実施と

測定値の確認
自主基準値以内

地域連携による生

態系ネットワークの

構築

生態系モニタリング
調査の継続

感染症対策の為中止 ー

（評価の凡例 当初目標達成、 / 修正目標の達成、又は未達要因是正済、 目標未達）

環境目的と目標5



府中事業所では、事業活動に伴うＣＯ２排出量の削減施策として、高効率の空調機／照明設備の更新

や太陽光発電設備等再生エネルギーの導入を計画的に行い、地球温暖化対策に取組んでいます。

また、構内から排出される廃棄物の中間集積場へ、廃棄物排出量の抑制を目的に発砲スチロール溶

融機を設置したり、環境負荷の少ない除草方法の一つであるヤギ・羊によるエコ除草を実施しています。
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事例 ： 変電設備の老朽更新

＃４５Ｂ－２変電所の変電設備は設置後３０年が経過しており老朽化が進んでいた為、高効率トップラ

ンナー変圧器を導入することにより安定した電力の供給、省エネ化、メンテナンス性の向上を図りました。

＜更新後＞

ＣＯ２削減量 ： ６４．３（t-CO2/年） （※換算係数5.31）

省エネ活動

高効率ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ変圧器

事業所における環境活動6

事例 ：発砲スチロール溶融機の設置

廃棄物削減

＃３９０３（ＴＥＳＣ）リサイクルセンターに、発泡スチロ－ル溶融機を導入しました。

これは、廃棄物発生量抑制と処分費削減のため、廃棄物となっている緩衝材発泡スチロールを溶かし

棒状のブロック樹脂（インゴット）にすることで有価値化するものです。

リサイクルセンター発泡スチロール
発泡スチロ－ル溶融機



ヤギ・羊によるエコ除草

府中事業所では、２０１５年度から環境負荷の少ない除草方法の一つであるヤギによる除草を行い、

環境負荷低減の推進を図っています（Project Goat & Sheep）。２０１６年度からは羊も導入し、２０２０年

度も５月～１１月の期間活動を行いました。（ヤギ３頭、ヒツジ３頭をレンタル）
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ヤギとヒツジの特徴

ヤギ
◆食べ物
草以外にも木の葉っぱや木の芽を好んで食べる

◆性格
好奇心が旺盛・活発・自己中心的・攻撃的（安易に近づくと危険な動物） 植栽を食べてしまう

羊
◆食べ物

ヤギと違い、草のみを食べる（草以外の食べ物を消化することができない）
◆性格
温厚でおとなしい・臆病・優柔不断（ヤギと正反対） 植栽を食べることがなく安心

除草効果

ヤギを３頭放牧

羊を３頭放牧

府中事業所内の緑地６カ所を、雑草の状況に合わせ移動しながら作業しました（約１カ月毎に移動）

・雑草の種類によるが、繰返し除草を行う事で在来種の再生が期待できる（3～5年の期間必要）

・食べた雑草は糞尿により窒素肥料として土壌に還元するとともに、芝や野草の栄養分となることから侵入雑草が

減る効果が得られそう

・羊はヤギ以上に雑草の低い位置まで食べる

・従業員のアニマルセラピー的な副次効果有り ＣＯ２削減量 ： 507.8（㎏-CO2/年）



エネルギー消費量の見える化
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府中事業所は東京都キャップ＆トレード制度※の対象事業所となっており、省エネに関する取組み

等により、温室効果ガス（ＣＯ２ ）の排出量を削減してきました。

※キャップ＆トレード制度

東京都が、都内の大規模事業者を対象に２０１０年４月より始めた、ＣＯ２排出量の削減のための制度。

各企業にＣＯ２排出削減量（キャップ）を割り当て、超過すると罰金となり、削減義務以上に削減した余剰ＣＯ２は超過した企業

に売ること（トレード）ができる仕組み。

トップレベル事業所に認定（認定期間は３年間）されると、削減義務量が半分に軽減され、今後たくさんの余剰ＣＯ２が確保で

きる形となります。

「エネルギー使用量の見える化」として、電力監視システム「デマンドEYE」を導入しています。

このシステムは、色で建屋ごとの電力消費量を表示することにより、「一目でわかる」ようになっており、

事業所内のホームページに掲載されているので、従業員誰でも見えるようになっています。

また、電力ピークカット、ＣＯ２排出量削減を目的に、太陽光発電を導入しており、脱炭素社会を目指す

環境価値としてのPRを検討中です。

事業所建屋MAP（電力） 建屋毎の電力消費量詳細（電力）



0

200

400

600

800

1000

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

ＰＲＴＲ対象物質 ＰＲＴＲ対象外の物質

0

20

40

60

80

100

120

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

化学物質排出量

事業活動は、エネルギーや化学物質の使用、水や廃棄物の排出を伴います。これらの環境負荷を数値

(指標)としてとらえて、私たちが環境に与える負荷をできるだけ少なくするよう、改善活動を行っています。

[ＣＯ２排出量は係数変更による影響あり]
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エネルギー使用量（単位：ＫＬ） ＣＯ２排出量（単位：ｔ－ＣＯ２）

廃棄物総発生量（単位：ｔ） 廃棄物最終処分量（単位：ｔ）と最終処分率（％）

水の使用量［地下水揚水量］（単位：千ｍ３） 排水量（単位：千ｍ３）

化学物質の取扱量（単位：ｔ） 化学物質の排出量（単位：ｔ）

主な廃棄物名：金属、紙屑、ブラスチック、木屑、汚泥等

主な化学物質名：ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾒﾁﾙ無水ﾌﾀﾙ酸、1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、硫酸、塩化第二鉄、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ

ゼロエミッションを
達成し継続中

交通機種増産による
使用量増加 交通機種増産による

排出量増加

係数

環境負荷データ7
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府中事業所事業所では、事業活動の中で環境保全のために投じた費用と、その効果を定量的に把握
しています。

［概念］公害防止・地球環境保全・資源循環他の取り組み。

［定義］環境対策にかけたコストとそれに伴う効果を定量的（金額）に表したもの。

［目的］環境保全活動を定量的に把握し、企業活動の指針として活用する。
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（詳細説明）

※１：事業活動に起因する環境への負荷を抑制すること等を目的としたコスト及びこれに結びついた

コストです。

※２：電気料や水道料等の削減で直接金額表示できるもの。

大気汚染防止法及び下水道法に定める物質は、規制値より厳しい自主基準値を定めて管理を行って

いますが、規制値内でも、環境に与える負荷を継続的に改善していくための指標として、東芝グループ

独自の基準に重み付けを行っています。

◆ 集計期間：２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日

◆ 集計方法：｢環境会計ガイドライン｣(環境省)及び

東芝グループ独自基準

分類 内容 投資額 前年比

事業エリア内コ
スト

公害防止コスト（点検・更新等）、地球環境保全コ
スト（設備更新）、資源循環コスト（廃棄物管理他）

７０３ －１１．４

上・下流コスト グリーン調達・購入 ０．８ ０

管理活動コスト 監視・教育・自然保護など １２２ －３３．４

研究開発コスト 環境調和型品開発など １，０１９ １８４

社会活動コスト 環境保全団体支援・情報開示など ０ －２．０

環境損傷コスト 大気賦課金・土壌汚染修復など ０．３ ０

合計 １，８４５ １３７

環境保全活動コスト（環境保全のための投資額及び費用額の前年度比）※１

分類 内容 総支払額 前年比

エネルギー 電気、ガス、軽油等使用料金等 １，０９４ －１３５

廃棄物 廃棄物処理委託費用等 ２５ －１

水・大気 下水道料金等 ２９ －３

合計 １，１４８ －１３９

効果※２
［単位 ：百万円］

［単位 ：百万円］

環境会計8



法令の順守は最低限の責務と考え、より厳しい自主管理値を設定して管理しています。

また、設備導入時などには事前評価を実施して、法令に基づく確認を行っています。

－ 14－

法規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

ＮＯｘ（ppm） 対象外 ５２ １８～２５ 年１回

ＳＯｘ（Nm3/ｈ） 対象外 対象外 対象外 対象外

ばいじん（mg/Nm3） ０．１ ０．０２５ ＜０．００１未満 年１回

府中市規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

水素イオン濃度(pH) ５．７～８．７ ６．０～８．５ ７．０～８．３ 週１回

ＳＳ（ｍｇ／ℓ） ３００ ２５０ １１～１９０ 週１回

窒素（ｍｇ／ℓ） １２０ ９０ ４．４～６５ 週１回

鉛（ｍｇ／ℓ） ０．１ ０．０５ ＜０．０１未満 週１回

府中市規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

水素イオン濃度（pH） ５．７～８．７ ６．０～８．５ ６．９～７．１ 年２回

ＳＳ（ｍｇ／ℓ） ３００ ２５０ ２５～１４０ 年２回

ホウ素（ｍｇ／ℓ） １０ ５ ０．０１ 年２回

状況

環境事故発生の有無 なし

工場周辺や地域での環境問題発生の有無 なし

行政からの指導・指摘の有無 なし

近隣住民からの苦情の有無 なし

大気測定結果〔貫流ボイラー（都市ガス）３８Ａ号館２缶、４９号館３缶〕

排水測定結果 （総合排水監視施設） 公共下水道へ放流（北多摩一号水再生センター）

測定場所：時間 規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

騒音（ｄＢ）

敷地境界：朝 ６０ ５７ ４３～４５

年１回
敷地境界：昼 ７０ ６７ ４３～５１

敷地境界：夕 ６０ ５７ ４０～４３

敷地境界：夜 ５５ ５２ ３９～４０

振動（ｄＢ）
敷地境界：昼 ６５ ６０ ＜３０未満～４０ ２年１回

（２０２０年２月測定）敷地境界：夜 ６０ ５５ ＜３０未満～３５

騒音･振動測定結果（騒音特定施設:機械プレス他、振動特定施設:機械プレス他）

その他測定結果（基板製造工程排水）

環境事故･指導指摘･苦情の有無

法令の順守9



府中事業所では、定期的に環境保全活動や順法管理・現場管理などが適切であるかを、社内及び第

三者による監査にて確認しています。また監査結果は、（府）地球環境会議や環境ニュース、環境掲示

板などに掲載し、従業員の環境意識向上に努めています。

－ 15－

環境監査

部門監査

実施時期 ： ２０２０年６月２４日～８月７日

ＩＳＯ１４００１に規定されている監査であり、府中事業所内有資

格者が監査団を形成し各部門の環境マネジメントシステムの有

効性確認を行いました。

感染予防の観点から、リモート会議形式によりEMSの仕組み確

認のみを実施しました。３１部門の監査を実施し、観察事項１０件

の指摘を行い、指摘事項は改善計画書にて全て完了を確認して

います。

環境内部監査

実施時期 ： ２０２０年９月１７日

（ＴＩＳＳ）内の有資格者によって実施され、感染予防の観点リモート会議形式による環境保全責

任者インタビューや順法審査、システムを確認しました。

その後の、（ＴＩＳＳ）事務局および各事業場等の主任監査員によるレビュー会議にて、推奨事項

２件となりました。

ＩＳＯ１４００１ ２年次サーベイランス審査

実施時期 ： ２０２０年１１月１３日、１４日

外部審査機関によるＩＳＯ１４００１に規定に基づく審査で、

システム監査では「ゼロエミッション東京」への協力や生物多

様性保全活動・順法状況、各部門審査では戦略マップと連動

した本来業務の取り組みや成果等について受査しました。

監査員からは、高濃度ＰＣＢ全廃、東京ゼロカーボン登録、

各部門での本来業務の取り組みを好事例として取り上げて頂

きました。 監査風景

現場監査風景



社内ＷＥＢの環境掲示板に、最新の環境ニュースやモニタリング調査の結果など環境情報を掲示し、

また各種環境教育を開催することにより、従業員の環境意識の維持・向上を図っています。

－ 16－

私たちの環境保全活動をお知らせする情報を、ホームページや環境ニュースで従業員に発信しています。

環境意識の維持向上10

環境ニュース

環境教育

（府）環境保全活動の概要や（府）環境方針・指標、また工程から排出される産業廃棄物の適正管理方法など

について適宜教育を実施し、従業員の環境意識の維持・向上を図っています。



府中事業所のある東京都府中市は、多摩川と、昔の多摩川の名残りとも言われる野川の間にある

水と緑の豊かな街です。遥か昔は武蔵国（現在の東京、埼玉、神奈川の一部）の中心である国府が置

かれ、江戸時代は宿場町としても栄えた街です。

川や都立公園に囲まれた府中事業所には、たくさんの草花や小鳥が生息しています。より多くの動植

物が息づく環境を目指し、地域連携による生態系ネットワークの構築を進めています。

府中事業所

武蔵野台公園

浅間山公園
谷保天満宮

郷土の森公園

生態系ネットワーク
の中継点として機能

－ 17 －

府中エリアの断面図（イメージ）

府中事業所

断面図で見ると、昔の多摩川の流れが作った、国分寺崖線と立川崖線（府中崖線）があり、その下側

からはあちこちに湧水が見られます。その湧水の一部は、府中用水として田畑を潤しています。

このエリアには、樹林や河川、田んぼや果樹園もありますが、最も多いのは住宅地や工業用地です。

工場や学校がたくさんあることから、“緑の核”と“緑の核”をつなぐ、企業・学校ビオトープネットワークの

構築が可能です。府中事業所が積極的にビオトープ情報を公開している理由も、ここにあります。

生物多様性保全11



事業場敷地内において、地域の自然と調和する事業所を目指した事業場の森づくり「武蔵野の森再生」

を進めています。

◆基本計画

１）地域本来の樹種を植樹・・・府中事業所が立地する地域（武蔵野）の植生を調査し樹種を選定し地域

本来の植生種での森づくりを推進。（シラカシ、アラカシ、コナラ、エノキ、クヌギ、ケヤキ、ムクノキ等）

２）ビオトープ（水系）の構築

３）植樹後の成長量、生態系をモニタリング・・・植樹した木々の成長状況や動植物に関する調査を継続

的に実施し、事業所の森に生息する鳥類、昆虫類、植物を指標種として選定し、地域本来の生態系

に近づいているかモニタリングを実施。

４）地域の皆様と従業員による森づくり・・・従業員が主体となり、植樹場所の整備を行い、従業員の家族

や地域の皆様とともに植樹、整備、観察を実施。

－ 18－

緑化コンセプト

２０１２年３月

２０１３年３月

２０１４年３月
植樹イベント（本宿小５年生と共に実施）

水系ビオトープの設置（２０１２年３月設置）

生物多様性調査

２０１１～２０１２年にかけて、専門家による調査を元に指標種２種を選定（ウマノスズクサ、ショウ
リョウバッタモドキ：共に絶滅危惧Ⅱ類）しました。

ウマノスズクサは、ジャコウアゲハの幼虫が食草とします。

ウマノスズクサは、小向事業所・浜川崎工場にも株分けしています。

卵 幼虫 さなぎ 成虫（♂）

ジャコウアゲハの成長過程

カルガモも
休憩していきます



－ 19－

府中事業所の生態系

事業所を狩り場として
利用しているﾊﾔﾌﾞｻ

夜間に木の実や
昆虫を探すタヌキ

小鳥を襲うこともある
“小さな猛禽“モズ

雑食性のハシブトガ

ラス

今ではかなり珍しい
在来種のｶﾝﾄｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ

萩の花蜜を吸う

ｳﾗﾅﾐｼｼﾞﾐ

ﾊﾙｼﾞｵﾝの花粉を食
べるｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ

鳥の糞から発芽した
エノキの幼木

蜂を食べるｸﾛｲﾄﾄﾝﾎﾞ

高
次

消
費
者

三
次

消
費
者

ニ
次

消
費
者

虫を探すムクドリ

一
次

消
費
者

生
産
者 春の虫たちには欠か

せないハルジオン

ヒガシニホントカゲ

人間にも昆虫にも美
味しいヨモギ

ノコギリカミキリ
草影に隠れているショウ
リョウバッタモドキ

ジャコウアゲハの幼虫の
食草のウマノスズクサ

構内生物種調査結果
・ 植物：３６８種
・ 動物： ６種
・ 鳥類： ４１種
・爬虫類： ２種
・ 昆虫：４７５種
[合計] ８９２種

東京都レッドリスト該当種
・ 植物： ３種
・ 鳥類：１５種
・爬虫類： ２種
・ 昆虫： ８種
[合計] ２８種

府中事業所の生態系ピラミッド

生物多様性モニタリング調査

自然観察指導員を中心に、モニタリング調査を実施し、生態系の変化を記録しています。

調査結果は、環境ニュースや環境掲示板に掲載しています。

野鳥観察 バードフィーダ作成

また、東芝インフラシステムズ株式会社

ホームページの生物多様性への取り組み

ページ内に「府中事業所いきもの図鑑」が

掲載されており、事業所内に生息する動

植物の写真や動画を見ることができます。

[東芝インフラシステムズ株式会社ホーム > 企業情報 > 

環境活動 > 環境マネジメント > 生物多様性保全 > 府中

事業所いきもの図鑑］

府中事業所いきもの図鑑

カントウ・セイヨウタンポポ分布マップを作成



－ 20－

オンライン自然観察会

開催日：２０２１年８月２２日

従業員とその家族を対象に、（府）８０周年記念イベントとして、「オンライン自然観察会」を開催しました。

講師にプロナチュラリスト 佐々木洋さんをお招きし、参加した従業員とご家族約５０名の方に、楽しい自然

解説を行っていただきました。

当日は、スタッフが朝つかまえてきたコクワガタや、チョウの標本をカメラに映して紹介しました。

そのほか、写真の中から生き物を見つけるクイズ『自然のかくれんぼ』や、セミの羽化の動画と解説など、子

供たちにもわかりやすく、お話していただきました。

プロ・ナチュラリスト 佐々木 洋さん

ヤギ除草風景

セミの羽化

ＣＯ２クレジットの売却

開催日：２０２１年７月３１日、８月１日

普段（府）構内でエコ除草を実施しているヤギさん２頭が、府中市の観光物産館前の緑地でエコ除草

のお仕事ぶりを市民の皆さんに披露しました。

コロナ対策で説明員はなしの無人対応とし、かわりに（府）エコ除草や環境への取り組みについてわ

かりやすく説明したパネルを展示しました。

パネル展示(無人対応)

地域との協調 （環境コミュニケーション）12

府中市 郷土の森 観光物産館 夏のフェスタ参画

府中事業所は、地球温暖化対策の推進が特に優れた事業所として東京都が認定する「東京都トップ

レベル事業所」として認定を維持しています。

そのインセンティブを活用して貯蓄した累計ＣＯ２削減量の一部（２０，０００［ｔ－CO2］）を他企業に売却

しました。



私たちは、操業開始時より、公害防止活動はもちろん、みどり豊かな工場づくりなど、地域環境への

取り組みを進めてきました。

－ 21 －

１９４０ 事業場設立

１９８３ 府中市と環境保全協定を締結

１９８９ 環境保全担当グループを発足

１９９０ 東芝社内環境監査開始

１９９１ リサイクルセンター設置

１９９４ （府）環境ニュース発行開始。ＯＤＳ（オゾン層破壊物質）全廃

１９９６ ＩＳＯ１４００１認証取得

１９９７ 事業所内での焼却を廃止。関東地区 電気使用合理化活動 最優秀賞 受賞

１９９８
緑の都市賞 建設大臣賞 受賞

再資源化事業等表彰 ㈶クリーン・ジャパンセンター会長賞 受賞

２００１
環境保全基本方針を刷新

『｢調和から貢献へ一歩進んだ製品提供｣と｢環境ソリューションを実践するエコファクトリー｣』へ

２００２ ｢ＩＥＧＴ応用電力変換装置｣が資源エネルギー庁長官賞 受賞

２００３
｢快適空調制御システム｣が省エネルギー優秀事例全国大会経済産業大臣賞 受賞

廃棄物ゼロエミッション達成

２００４
環境調和型製品「ＳＩＳ（固体絶縁スイッチギヤ）」が「オーム技術賞」、「大河内記念賞」受賞

平成１６年度省エネルギー優秀事例全国大会「優良賞」受賞

２００５
リデュース・リユース・リサイクル推進協議会「会長賞」受賞

ＰＲＴＲ大賞「奨励賞」受賞、電気使用合理化「最優秀賞」受賞

２００６ 東京都リスクコミニュケーション事例報告会に参加

２００７ 公園整備（エコ広場）

２００８ 府中市と環境美化協定を締結。東京都より地球温暖化対策の活動が表彰

２００９ 東京都リスクコミュニケーション推進セミナーに参加。（府）環境スローガンを作成

２０１０
東京都「地球温暖化対策計画書制度」において「ＡＡＡ評価」優秀事業者表彰を受賞

太陽光発電実証設備（建家）竣工

２０１１ 府中市エコ博にて「環境保全活動の取組」を紹介

２０１３ 技術・環境管理担当として、活動を継続

２０１４
府中市制施行６０周年記念顕彰式で環境保全活動が表彰

地球温暖化防止活動環境大臣表彰：対策活動実績・普及部門を受賞

２０１５
水素エネルギー研究開発センター開所

ヤギによるエコ除草を実施

２０１６ ヤギと新たに羊を加えエコ除草を実施

２０１７ 水素エネルギー利活用センター開所

２０１８ 東京都トップレベル事業所（優良特定地球温暖化対策事業所）認定

２０１９ 府中事業所で創出されたＣＯ２削減クレジット５０，０００ t を東京都に寄付

２０２０ 東京都トップレベル事業所として、貯蓄した累計たＣＯ２削減量の一部を他企業に売却

取り組みのあゆみ13



東芝インフラシステムズ株式会社 府中事業所

企画・管理部 環境管理担当

〒183-8511 東京都府中市東芝町１

ＴＥＬ (０４２) ３３３－２３１３

FAX (０４２) ３４０－８０２５

２０２２年３月 発行

本報告書の内容や、府中事業所の環境保全活動に関するご意見、
ご質問などは、上記担当までお問い合わせください。

写真は
（表紙）府中事業所内で撮影された「動植物」

（裏表紙）府中事業所の「ヤギと羊によるエコ除草」です


